




 

２ 今回の調査でわかったこと 

 今回は、県道沿いに南北 110ｍ、幅２～６ｍの細長い範囲で調査を行いました。 

（北から１地区、２地区、・・・５地区と番号をつけています） 

 その結果、弥生時代中ごろ（2,000 年ほど前）の土坑
ど こ う

（大きな穴）や小穴、奈良
な ら

～平安
へいあん

時代前半（1,100～1,300 年ほど前）の土坑や小穴、鎌倉
かまくら

時代前半（800 年ほど前）の

溝などが見つかりました。これらの遺構
い こ う

（地面に残された生活の痕跡）は、北端附近

と中央部に集中していました。今回の調査範囲が細長かったため、建物跡などを確認

することはできませんでしたが、ほぼ完全な形に復元できる土器なども出土し、この

地域の歴史を知る貴重な手がかりとなりました。 

 

 

調査後の状況（南から） 

 



  
写真１ 弥生時代の壺です        写真２ 弥生時代の土器が数点ありました 

  

写真３ 弥生時代の煮炊用
にたきよう

の土器です   写真４ 弥生時代の壺です 

                       （口の部分が欠けています）

  
写真５ 奈良時代のお椀です        写真６ 平安時代のお椀です 
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